
別記様式(第5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和６年度 第１回登米市文化財保護委員会 

開 催 日 時 
令和６年４月26日(金) 

午前９時30分開会  午前11時40分閉会 

開 催 場 所 中田庁舎 ２階 201会議室 

議 長 (委 員 長 又 は

会 長) の 氏 名 
後藤悦雄議長 

出席者(委員)の氏名 
佐藤文則副議長、大場勘市委員、工藤輝雄委員、千葉博幸委員、

守屋 博委員、浅野 稔委員、佐藤貞光委員、笠原信男委員 

欠席者(委員)の氏名 佐藤 謙一委員 

事 務 局 職 員 職 氏 名 
文化財文化振興課長 菊地 武、文化財文化振興課長補佐兼係長

 阿部礼子、主査 二階堂 悟、主事 安保 智 

議 題 

報告 令和５年度埋蔵文化財・天然記念物現状変更事務取扱状況 

について 

令和５年度天然記念物滅失事務取扱状況について 

令和６年度宮城県文化財保護地区指導員について 

現地調査 

   民俗資料現地調査（旧善王寺小学校内民俗資料） 

会 議 結 果 

令和５年度埋蔵文化財・天然記念物現状変更事務取扱状況につ

いて、令和５年度天然記念物滅失事務取扱状況について、令和６

年度宮城県文化財保護地区指導員について報告を行った。 

旧善王寺小学校内において、民俗資料調査を行い、養蚕関係資

料及び葬送関係資料の現地調査を行った。 

会 議 経 過 別添のとおり 

会 議 資 料 

第１回登米市文化財保護委員会 

報告 

（１） 令和５年度埋蔵文化財・天然記念物現状変更事務取扱状

況について 

（２） 令和５年度天然記念物滅失事務取扱状況について 

（３） 令和６年度宮城県文化財保護地区指導員について 

現地調査 

 民俗資料現地調査（旧善王寺小学校内民俗資料） 
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登米市文化財保護委員の会議運営に関する規則第２条第２項の

規定に基づき、議長が会議を主宰した。 

 

―報 告― 

（１）令和５年度埋蔵文化財・天然記念物現状変更事務取扱状

況についてから、(３)令和６年度宮城県文化財保護地区指導員に

ついてまで、続けて説明をお願いします。 

 

【資料に基づいて説明】 

 

報告事項について、質問又は確認しておきたいことはあります

か。 

  

 渡り鳥について、標識の付いた鳥を発見することがある。関係

機関に報告をしたほうがいいのか。 

 

発信機がついている場合が多い。他国から飛来した鳥の可能性

もあるので、伊豆沼、内沼サンクチュアリセンターのような関係

機関に情報提供をお願いしたい。 

 

環境整備のためのマコモの植栽などは行っているのか。 

 

以前は水質改善のための植栽をしていたことがあったが、現在

はブラックバスの繁殖抑制のための人工産卵床の設置や、企業に

よる清掃活動などが行われている。 

 

 そのほかありませんか。なければ現地調査に入ります。 

 

【委員一同 同意】 

 

（米山町 旧善王寺小学校へ移動） 

 

【養蚕関係資料、葬送関係資料について説明】 

 

養蚕資料については、一連の流れに沿って資料をまとめていく

方がいい。欠けている資料もあるかもしれない。桑をかくツメも

あるのではないか。 

 

ツメは平筒沼農村文化自然学習館で収蔵している。 

 

現在は養蚕関係資料に含めていないが、糸巻など機織りや染色

に関係する資料の中に関係すると思われるものもある。絹糸に関

するものも養蚕資料に含めた方がいいのか。 
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麻や綿に関係する資料と混在している可能性もあるので、繭か

ら糸をとるために使用されたと断定できれば糸巻等も養蚕資料

に含められるのではないか。 

 

資料は錆びているものや清掃が必要なものが多い。整理すると

ともに適正な管理が必要である。 

 

 道具の使い方の確認と養蚕組合などの文献資料も収集し、資料

の背景も明らかにしていくことも大切である。広く関係資料を収

集されたい。 

 

葬送関係資料については、隣県のものもあるので登米市内の葬

送関係資料としてではなく、「香林寺収集品」のような形でまと

めるといい。 

 

龕の製作年代は底面に記載されていることが多い。年代の特定

も必要。豊里町の香林寺からの寄贈であれば台帳があるのではな

いか。 

 

香林寺から寄贈を受ける際に、先代の住職が寄贈以外の資料も

含めた収集品の台帳を作成していたらしいと聞いている。今後調

査する。 

 

【現地調査終了】 

 

今後は、民俗資料の調査をすすめ、次回文化財保護委員会で中

間報告を予定。指定に向けて準備をすすめていくこととしたい。 
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